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セコニック デジマスター L78に 取り付けて、大判カメラのビント
グラス面での輝度測定、コントラスト比測定、また反射光方式で被写

体の細かい部分測定等を行なうためのアタッチメントです=

仕 様
浸1定方法 :反射光式測定

測定範囲 :定 常 光 EV I～ EV21(ISO 100)
ストロボ光 F28～ F90.9(ISO100)

サ イ ズ :先端部20mm(直径)× 高さ32 5mm× 取付部32.5mm(直径)

(受光部径3mm)

I.測 定の準備
1 取り付け方法 光球等のアチッチメントを外し、L718PPの 橙色

の指標が受光部本体の着脱マークに合うように

はめ込み、時計方向に回してセットします。

2 測定値補正の準備
2-l L‐ 718PPの透過率特性による補正

L‐ 718PPに は測定値補正機構が内蔵されていませんので、

これを付けることによって生じる光量の減少 (光I求使用時

のス)を補正する必要があります=次の a、 5いずれかの

方法で補正を行なってください

但し、大判カメラのピントグラス面でコントラスト比演t定

を行なう場合は、補正の必要はありません(II I― 1参照

○ メーターのlSO設定値を、あらかしめ使用フィルムの感
度の 4倍 に設定することによって補正を行ないます =

(例)ISO 100フ イルムを使用する場合

5 1SO設 定値で補正せず、測定値をカメラにセットする際

に F値 または T値のいずれかを二段階調整 (絞 り込む

方に)す ることによって補正を行ないます。

うちl 測定結果がF56・ T/60の 場合
FI・ TI/60か F56・ T/250に する。

2-2 ビントグラスの透過率特性による補正
大半」カメラのビントグラス上に結像している被写体の輝度

を測定し、その測定値に基ずいて露出を決める場合には、

2 で述べたL‐ 7 8PP自 体による補正に加え、ピントグラス

のもつ透過率特性による補正をも行なう必要があります。

先ず次の方法でビントグラスの補正係数を求めてください

3 ライトボックスを利用して補正係数を求めることがで
きます。メーターにL‐ 7 8PPを取り付け、ライ トボック

ス自体の明るさとビントグラスを通 した明るさとを

EVモー ドで測定します。

」 両測定値の差がピン トグラスの透過率特性になります

例) 前者力`EV13 1・ _、 後者力くEV12 J:'tと 猥」元ョさ1■

た場合、差は132-129=0 3EVに なります。

L‐ 7 8PP自 体による補正に、この ビン トグラスの透過率特

性による補正を加えた値が トータル補正係数になります。

上記例の場合、

1‐ 718PP自体による補正値)+(ビ ントグラスによる補正値)

2     +    03 =2 3EV

C 210項 で説明したように、あらかじめメーターのISO
設定を調整することによって補正を行なうと便利です。

上記例の場合23絞 り分、即ち、ISOの設定を使用フイル

ムの感度の 5倍に設定することによって補正を行いま

す (IS0 00使 用の場合、lS0 500に 設定)。
う

＞(図 1 (図 2)



H.測定及び露出の読み取り
1.大判カメラのビントグラス面での測定
1-1 コントラスト比測定
メーターにL‐718PPを取り付け、EVモードで測定します。

ピントグラス面にL・718PPの先端を押し当てて、ピントグ

ラス上の画像各部の輝度を測定し、それら測定EV値の比を

読み取ります。この場合は、L‐ 718PPの透過率特性による補

正を行なう必要はありません。

1-2 露出の決定のための測定

1定常光の場合ヽ

② 1 2-2◎ の方法でピントグラスを含んだトータル補
正を行ないます。

⑥ メーターを絞りlFl優先モードに設定し。F値を|.0に セ
ットします (レ ンズの絞りを通つてきた光りを測定す

るのですから、レンズの絞り値に関係なく、メーター

を最小の光量が測定できる状態にして使います)。

◎ ピントグラス面にL‐ 718PPの先端を押し当ててピント
グラス上の画像各部の輝度を測定し、メーターに表示

されたシャッタースピード(T値 )を読み取ります。

① レンズを絞り込んだ状態で測定した場合、メーターを
最小の光量が測定できる状態 (F/1.0)に セットしても

まだ光量が足りず、Euマークが表示されることがあ

ります。

このような場合には、レンズの絞りを開放状態にして

測定し、読み取ったT値をカメラにセットする際に、

実行絞り値と開放絞り値との段差分だけシャッタース

ピードを調整して下さい。

(例)測定時のレンズの開放絞り値がF/5.6、 撮影時
の絞り値をF/22に セットする場合、その間の段

差は 4段あります。

読み取られたT値はF/5.6に対応する値です

から、これをF/22に 対応する値に置き換えなけ

ればなりません。

この例の場合は差が 4段ですから、メーター

のUPキ ーを4回押すことによって撮影時の絞

り値F/22に 対応するシャッタースピー ドが得

られます。

(読み取られたT値が/4秒の場合、

F/22に 対応するT値は4秒になる)

ストロボ光の場合

②  1 22◎ の方法でピントグラスを含んだ トータル補
正を行ないます。

⑤ メーターをフラッシュ測光モー ドにセットして (自 動
的にT優先となる)使用するシャッタースピー ドを設

定します。

◎ レンズの絞りを開放にセットします。
① ピントグラス上の画像の測定したい箇所にL‐718PPの
先端を押し当ててストロポを発光させ、メーターに表

示されたF値を読み取ります。

◎ 読み取られたF値 とF/10と の段差を計算し (図 3参
照)、 その段差分だけ開放絞り値より絞り込んだ値が、

⑤で設定したシャッタースピードに対応したF値にな

ります。

(例)読み取られたF値がF4ゴ '′ _、 開放絞り値がF/
5.6の場合

読み取られた F値 とF/1.0と の段差(=4.6段 )
だけF/5.6か ら絞り込んだ値、F/22ゴ

1・ _が⑤
設定したシャッタースピー ドに対応する適正 F

値です。

(図 3)絞 り値と段差との関係
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2.反射光方式での部分測定
被写体の細かい部分、または小さい被写体を反射光方式で

測定する場合は、次の手順に従ってください。

③  1 2-|◎ または⑤ いずれかの方法で、L‐ 718PP自 体
の補正を行ないます。

⑤ 被写体の測定は、通常の反射光測定のやり方で受光部
に取り付けたL‐718PPの 先端を被写体にむけて測定 し

ます。受光角は約30°です。

被写体にメーターを近付けた際、被写体に当たってい

る照明の状態に影響を与えないよう気を付けて下さい。

◎ この測定方法は、定常光、ストロポ光両測定モー ドで
使用できます。

全般的な注意事項

●ピントグラス面で測定する場合、L‐ 718PPの 先端がピント

グラス面から浮いているとレンズを通した光り以外の外光

が入り、適正な測定ができません。浮かないようにきっち

りと押し付けて測定して下さい。

尚、正確を期するため黒布を被つて測定することをお薦め

します。

●ピントグラス面に引かれている線等がL・ 718PPの 受光部に

掛かっていると、測定値に影響を与えます。その部分を外

して測定を行なってください。

●L・ 718PPの 受光部は小さいので、ちよっとしたゴミでも測

定値に影響を与えます。常にクリーンな状態を保つよう気

を付けて下さい。


